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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　法面の最上部および最下部に設置した基礎支圧板と、法面の中間部における段部に設置
した肩止め支圧板とからなるプレストレスト支圧板が、法面地山に打設した永久アンカー
またはロックボルトで固定され、
　前記プレストレスト支圧板間における法面にプレキャスト化粧板が連続的に敷き詰めら
れ、
　これらのプレキャスト化粧板が上下方向に貫通した連結部材で連結され、
　該連結部材が所定の緊張力で緊張されて肩止め支圧板および基礎支圧板に定着されてプ
レストレスト支圧板を構成し、
　前記段部は、肩止め支圧板と肩止め板とがプレキャスト板を介して隣接状態に設置され
、これら肩止め支圧板とプレキャスト板と肩止め板とを連通した挿入孔に緊張材を挿入し
、該緊張材を緊張してなること
　を特徴とする法面保護構造。
【請求項２】
　プレキャスト化粧板と法面との間には裏込め材が充填されたこと
　を特徴とする請求項１に記載の法面保護構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本願発明は法面保護構造に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　法面保護構造としては、例えば特開２００１－２１４４５０号の発明が知られている。
この法面保護構造は、金網の袋に小石などを詰めて形成した保護体を法面に敷き詰め、こ
の保護体の上面に十字形のコンクリートブロックを設置し、このコンクリートブロックを
法面地山に打設した永久アンカーで固定した構成である。
【特許文献１】特開２００１－２１４４５０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかし、上記の法面保護構造は法面に設置されたコンクリートブロックごとに永久アン
カーが打設されていたため不経済的であるばかりでなく、永久アンカーの老朽化に伴って
コンクリートブロックが不安定になるという問題があった。
【０００４】
　本願発明はこれらの問題に鑑みてなされたものであり、その目的は、経済的かつ安定的
な法面保護構造を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　以上の課題を解決するための法面保護構造は、法面の最上部および最下部に設置した基
礎支圧板と、法面の中間部における段部に設置した肩止め支圧板とからなるプレストレス
ト支圧板が、法面地山に打設した永久アンカーまたはロックボルトで固定され、前記プレ
ストレスト支圧板間における法面にプレキャスト化粧板が連続的に敷き詰められ、これら
のプレキャスト化粧板が上下方向に貫通した連結部材で連結され、該連結部材が所定の緊
張力で緊張されて肩止め支圧板および基礎支圧板に定着されてプレストレスト支圧板を構
成し、前記段部は、肩止め支圧板と肩止め板とがプレキャスト板を介して隣接状態に設置
され、これら肩止め支圧板とプレキャスト板と肩止め板とを連通した挿入孔に緊張材を挿
入し、該緊張材を緊張してなることを特徴とする。またプレキャスト化粧板と法面との間
には裏込め材が充填されたことを含む。
【発明の効果】
【０００６】
　従来の法面保護構造と比べても永久アンカーの打設間隔を２倍以上開けて打設すること
ができるので、効率的かつ経済的な法面保護構造にすることができる。また化粧盤を支圧
板に連結部材で連結したことにより化粧板の安定を図ることができるとともに、施工の迅
速化が図れる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　以下、本願発明の法面保護構造を図面に基づいて説明する。本願発明の実施の形態の法
面１は、図１に示すように、階段状のものを対象とし、この法面１の崩壊を防ぐために法
面の上下方向に適宜間隔をもってプレストレスト支圧板２、すなわち肩止め支圧板２ａと
、基礎支圧板２ｂとを永久アンカー３で設置し、これらの支圧板２ａ、２ｂ間の法面１に
プレキャスト化粧板４を連続的に敷き詰め、これらのプレキャスト化粧板４を連結部材５
で連結して構成したものである。
【０００８】
　この法面１の最上部および最下部には基礎支圧板２ｂが、中間部における段部６には肩
止め支圧板２ａがそれぞれ設置されている。これらの支圧板２ａ、２ｂは、図３の（１）
に示すように、プレキャストコンクリートで横長に形成されている。
【０００９】
　この支圧板２ａ、２ｂの両側部には連結凹部７が形成され、この連結凹部７にフープ状
の連結筋８が配筋されている。したがって、支圧板２ａ、２ｂ同士の接合は、同図の（２
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）に示すように、側面の連結凹部７、７同士を当接してリング状に重ね合わされた連結筋
８内に鉄筋９を配筋するとともに、連結凹部７内にグラウト１０を充填して行う。このよ
うに複数の支圧板２ａ、２ｂを横方向に連続して接合すると適宜長さの支圧板が形成され
る。
【００１０】
　また支圧板２ａ、２ｂの正面中央部には突出部１１が形成され、この突出部１１に永久
アンカー３の上端部を定着する定着孔１２が形成されている。また支圧板２ａ、２ｂの垂
直方向には連結部材を挿入する挿入孔１３が４つ形成されている。このように横方向に接
続された支圧板２ａ、２ｂは、法面地山１４に打設された永久アンカー３で固定され、該
永久アンカー３の上端部が突出部の定着孔１２に挿入されて定着されている。
【００１１】
　この永久アンカー３は、図４に示すように、複数のストランド１５が定着グリップ１６
で結束されて構成され、先端側の裸線１７が掘削孔１８のグラウト１９内に圧入されてい
る。そして、所定の緊張力を付与して、上端部を支圧板の定着孔１２に挿入して定着する
ことにより、支圧板２ａ、２ｂに所定のプレストレスが付与されてプレストレスト支圧板
２になっている。なお、この永久アンカーの他にロックボルトを使用することもできる。
【００１２】
　法面１の上下部の基礎支圧板２ｂは同じ形状であるが、段部６における肩止め支圧板２
ａはＰＣ鋼棒（緊張材）２０によって肩止め板２１が取り付けられて形成され、この肩止
め支圧板２ａと基礎支圧板２ｂとの間における法面１にプレキャスト化粧板４が連続的に
敷設されている。
　なお、段部６の構造は、図１及び図８から明らかなように、肩止め支圧板２ａと肩止め
板２１とをプレキャスト板３０を介して隣接状態に設置され、これら肩止め支圧板２ａと
プレキャスト板３０と肩止め板２１とを連通した挿入孔３１にＰＣ鋼棒（緊張材）２０を
挿入し、該ＰＣ鋼棒２０を緊張して定着させてなる。
【００１３】
　このプレキャスト化粧板４は軽量コンクリートで形成された縦１ｍ、横２ｍの大きさの
プレキャストコンクリート板であり、背面には補強リブ２２が突出形成されている。また
プレキャスト化粧板４の垂直方向には、連結部材が貫通する貫通孔２３が二つ形成され、
この貫通孔２３の上部には連結ナットを収納するスペース２４が形成されている。
【００１４】
　またプレキャスト化粧板４の上面には上部嵌合突起２５が、下面には下部嵌合凹溝２６
がそれぞれ形成され、この下部嵌合凹溝２６には下側に位置したプレキャスト化粧板の上
部嵌合突起２５が嵌合されるとともに、上面の上部嵌合突起２５が上側に位置したプレキ
ャスト化粧板の下部嵌合凹溝２６に嵌合されてプレキャスト化粧板４同士が接合され、こ
れらに貫通孔２３の連結部材５でプレストレスが付与される。
【００１５】
　この連結部材５はネジ節異形鋼棒が使用されるが、この他にもＰＣ鋼棒、ＰＣ鋼線、Ｐ
Ｃ鋼撚り線などの高張力鋼材が使用される。
【００１６】
　一方、プレキャスト化粧板４の一側面には半円形の嵌合突起２７が、他側面には半円形
の嵌合凹溝２８とがそれぞれ形成され、この嵌合凹溝２８に、右隣に位置したプレキャス
ト化粧板の嵌合突起２７が嵌合されるとともに、嵌合突起２７が左隣に位置したプレキャ
スト化粧板４の嵌合凹溝２８に嵌合されてプレキャスト化粧板４同士が横方向で接合され
、これらが接合部を中心に回転する。
【００１７】
　このように複数のプレキャスト化粧板４が上下左右に連続的に接合されて連結部材５で
プレストレスが付与されることにより、あたかも一枚板となったプレキャスト化粧板４が
形成される。またプレキャスト化粧板４同士が側面の接合部で回転自在になっているので
、法面地山１４の形状に沿ったプレキャスト化粧板４、例えば湾曲状のものを形成するこ
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ともできる。
【００１８】
　この一枚板となったプレキャスト化粧板４は連結部材５によって肩止め支圧板２ａおよ
び基礎支圧板２ｂに接合されている。すなわち、上部側においては、図８に示すように、
連結部材５の下端部が肩止め支圧板２ａに固着され、上端部が上側の基礎支圧板２ｂの挿
入孔１３に挿入され、所定の緊張力が付与されて定着されることにより、プレキャスト化
粧板４とプレストレスト支圧板２とが一体となって法面１に取り付けられている。
【００１９】
　一方、下部側においては、連結部材５の下端部が下側の基礎支圧板２ｂに固着され、上
端部が肩止め支圧板２ａに所定の緊張力を付与されて定着されることにより、プレキャス
ト化粧板４とプレストレスト支圧板２とが一体となって法面１に取り付けられている。
【００２０】
　またプレキャスト化粧板４と法面１との間には裏込め材２９が充填されて、法面１の不
陸を調整している。この裏込め材２９は、砂の他に、気泡混合土、気泡混合材および低強
度コンクリートなどが使用されている。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】法面保護構造の縦断面図である。
【図２】法面保護構造の正面図である。
【図３】（１）は接合した支圧板の斜視図、（２）は同平面図である。
【図４】永久アンカーの断面図である。
【図５】支圧板間に化粧板を設置した斜視図である。
【図６】（１）は化粧板の正面図、（２）は化粧板の平面図である。
【図７】（１）は化粧板の接合部の縦方向の断面図、（２）は同横方向の断面図である。
【図８】法面保護構造の縦断面図である。
【符号の説明】
【００２２】
　１　　法面
　２　　プレストレスト支圧板
　２ａ　肩止め支圧板
　２ｂ　基礎支圧板
　３　　永久アンカー
　４　　化粧板
　５　　連結部材
　６　　段部
　７　　連結凹部
　８　　連結筋
　９　　鉄筋
　１０　グラウト
　１１　突出部
　１２　定着孔
　１３　挿入孔
　１４　法面地山
　１５　ストランド
　１６　定着グリップ
　１７　裸線
　１８　掘削孔
　１９　グラウト
　２０　ＰＣ鋼棒（緊張材）
　２１　肩止め板
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　２２　補強リブ
　２３　貫通孔
　２４　スペース
　２５　上部嵌合突起
　２６　下部嵌合凹溝
　２７　嵌合突起
　２８　嵌合凹溝
　２９　裏込め材
　３０　プレキャスト板
　３１　挿入孔

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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